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第２章 横浜市の高齢者を取り巻く状況 
１．統計データから見る横浜市の高齢者の状況 

（１）高齢者人口の増加・生産年齢人口の減少 
   横浜市では、これまで増加傾向にあった総人口の減少が始まる中、65歳以上の高齢者人口は増加

し続け、令和 22年には高齢化率が 33.2％となり「３⼈に１⼈が⾼齢者」となる⾒込みです。 
一方で、生産年齢人口は減少し、介護サービスや地域を支える担い手不足が深刻化する懸念があり

ます。 
 

 
 
 
（２）要支援・要介護認定者数、認知症高齢者数の増加 

   高齢者人口の増加とあいまって、要支援・要介護認定者数、認知症高齢者数ともに増加が予想さ
れ、2040年にかけて医療・介護ニーズの急増が見込まれることから、介護サービスのさらなる充実
が必要になります。 

 
 
 

（万人） （％）

47 49 44 41 38

246
244 239 238

203

48 74 95 98
120

343
369

378 377 362

13.9

20.1
25.1

26.0

33.2

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

0

100

200

300

400

500

平成12年

（2000年）

平成22年

（2010年）

令和２年

（2020年）

令和７年

（2025年）

令和22年

（2040年）

年少人口

（0~14歳）

生産年齢人口

（15~64歳）

高齢者人口

（65歳以上）

高齢化率

令和６年５月８日 内閣官房 
認知症施策推進関係者会議 資料を元に更新 


	第２章　横浜市の高齢者を取り巻く状況
	１．統計データから見る横浜市の高齢者の状況
	（１）高齢者人口の増加・生産年齢人口の減少
	（２）要支援・要介護認定者数、認知症高齢者数の増加


